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平成２７年６月美馬市議会定例会会議録（第１号） 

                                         

◎ 招集年月日   平成２７年６月１５日 

                                         

◎ 招集場所   美馬市議会議場 

                                         

◎ 開   会   午前１０時００分 

                                         

◎ 出席議員 

   １番  藤野 克彦    ２番  浪越 憲一    ３番  都築 正文 

   ４番  田中 義美    ５番  中川 重文    ６番  林   茂 

   ７番  武田 喜善    ８番  郷司千亜紀    ９番  藤原 英雄 

  １０番  井川 英秋   １２番  国見  一   １３番  久保田哲生 

  １４番  片岡 栄一   １５番  原  政義   １６番  川西  仁 

  １７番  三宅  共   １８番  谷  明美   １９番  前田 良平 

  ２０番  武田 保幸 

                                         

◎ 欠席議員 

  １１番  西村 昌義 

                                         

◎ 地方自治法第１２１条の規定により説明のために出席した者の職氏名 

  市長                牧田  久 

  副市長               栗栖 昭雄 

  事業推進監             堀  芳宏 

  政策監               佐藤 健二 

  プロジェクト推進総局長       橘  博史 

  企画総務部長            上谷 敏也 

  保険福祉部長            緒方 利春 

  市民環境部長            佐藤 充生 

  経済建設部長            奥村 敏彦 

  水道部長              仁木  崇 

  消防長               岡本 博久 

  保険福祉部理事           森本 康史 

  経済建設部理事           山田 一弘 

  プロジェクト推進総局理事      四宮  明 

  木屋平総合支所長          江口 文之 

  企画総務部秘書課長         大泉 勝嗣 

  企画総務部企画政策課長       西野 佳久 
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  会計管理者             井関 敏秀 

  代表監査委員            松家 忠秀 

  教育長               光山 利幸 

  副教育長              加美 一成 

  理事（文化・スポーツ課長）     緒方 義和 

                                         

◎ 本会議に職務のため出席した者の職氏名 

  議会事務局長            岡  建樹 

  議会事務局次長           南  佳幸 

  議会事務局次長補佐         篠原 純子 

                                         

◎ 議事日程 

  議長は、議事日程を別紙のとおり報告した。 

                                         

◎ 会議録署名議員の氏名 

  議長は会議録署名議員に次の３名を指名した。 

              １７番 三宅  共 議員 

              １８番 谷  明美 議員 

              １９番 前田 良平 議員 
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開会 午前１０時００分 

◎議長（藤原英雄議員） 

 皆さん、改めましておはようございます。 

 ただ今の出席議員は１９名であります。定足数に達しておりますので、これより平成２

７年６月美馬市議会定例会を開会いたします。 

 なお、牧田市長からのご挨拶につきましては、提案理由の説明の際にあわせてお願いを

することにいたします。 

 ただ今から本日の会議を開きます。 

 なお、西村昌義議員より欠席の届けが出されておりますので報告をいたしておきます。 

 それでは、諸般の報告を行います。 

 議長諸般の報告といたしまして、主なものについて報告をいたします。 

 まず、４月６日、平成２７年第１回美馬西部共立火葬場組合議会臨時会が招集をされ、

出席をいたしました。 

 次に、４月２７日、美馬認定こども園起工式が開催をされ、議員各位とともに出席をい

たしました。 

 次に、４月２９日、一般国道４９２号川井バイパス開通式が木屋平で開催をされ、副議

長及び関係議員とともに出席をいたしました。 

 次に、５月１９日、第１５０回徳島県市議会議長会定期総会が阿波市で開催をされ、副

議長とともに出席をいたしました。 

 次に、５月２４日、平成２７年度美馬市ＰＴＡ連合会総会が岩倉中学校で開催をされ、

所管の常任委員長とともに出席をいたしました。 

 次に、５月２６日、第７７回四国市議会議長会定期総会が徳島市で開催をされ、副議長

とともに出席をいたしました。 

 次に、５月３０日、平成２７年度美馬市文化協会総会が農村環境改善センターで開催を

され、出席をいたしました。 

 次に、６月７日、寺町花しょうぶ祭りが寺町公園で開催をされ、出席をいたしました。 

 次に、６月８日、全国過疎地域自立促進連盟第１２６回理事会が東京都千代田区ルポー

ル麹町で開催をされ、出席をいたしました。 

 次に、６月１０日から１３日の間、中国雲南省人民対外友好協会より、雲南省昆明市で

開催をされました第３回中国―南アジア博覧会に招待をされましたので、参加をいたしま

した。 

 次に、監査委員から平成２７年２月分から４月分の例月出納検査について報告が提出さ

れております。 

 なお、ただいま報告をいたしましたそれぞれの関係資料につきましては、事務局に保管

をいたしておりますので、必要に応じてご覧いただきたいと思います。 

 以上で議長報告を終わります。 

 次に、議員定数等検討特別委員長より中間報告を受けたいと思います。 

 議員定数等検討特別委員長、井川英秋君。 
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◎１０番（井川英秋議員） 

 １０番、井川。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 井川英秋君。 

［１０番 井川英秋君 登壇］ 

◎１０番（井川英秋議員） 

 少し目がかすんでおってちょっと見にくいんですけど、おはようございます。 

 このように傍聴者、大勢の市民の方々がおいでの中で、ちょっとこういう報告をするの

も初めてでございます。少し緊張をしております。 

 議長の指名がございましたので、議員定数等検討特別委員会委員長からの中間報告をい

たします。 

 去る３月定例会において一部報告済みではありますが、４月１７日及び５月２０日に議

員定数等検討特別委員会を開催いたしましたので、その一部をご報告申し上げます。 

 まず、４月１７日には、我々特別委員会で実施いたしました市民懇談会の意向調査の結

果について報告をいたしました。 

 市民懇談会の期間は、平成２７年１月２７日から平成２７年４月６日までの間で、地域

の自治会及び各種団体の総会及び会合を利用させていただき、了承を得た２つの自治会と

３団体で実施いたしました。懇談会のアンケート内容につきましては、「議員定数等に関

する市民意向調査」を用い、四国内の人口５万人以下の市及び徳島県内の市の人口、面積、

議員数を説明後、匿名により実施いたしました。参加人数につきましては、全員で９０人

でございました。 

 議会の中では、全議員さんに５月２５日において全員協議会で結果報告をさせていただ

いておりますが、再度、本会議で報告をさせていただきます。市民の方々にお聞きした内

容でございます。 

 まず、「あなたが市議会に対して関心がありますか」という問いかけに対し、「大いにあ

る」「少しある」の合計は、９０人中７９人の８７．７％の人でございました。 

 次に、「あなたは市会議員に対して期待しておりますか」という問いに対して、「大いに

期待している」「ある程度期待している」との合計は、９０人中６７人で７４．４％でご

ざいました。 

 次に、「美馬市議会の活動をどう思われますか」という問いに対し、「大いに評価する」

「ある程度評価する」の合計は、３９人の４３．３％でございました。 

 次に、「あなたの意見や市民の声が美馬市議会に反映されていると思われますか」とい

うお問いかけに対しては、「思う」「少し思う」が２４人の２６．７％、「余り思わない」

「全く思わない」の合計が４６人の５１．１％でございました。 

 次に、「美馬市議会の現状を知っていますか」という問いに対して、「よく知っている」

「ほぼ知っている」の合計は、２０人、２２．２％でございました。「余り知らない」「全

く知らない」の合計は、５５人の６１．１％でございました。 

 次に、「美馬市議会の議員定数２０人について、どのように感じられていますか」とい
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うお問いかけに対して、「多く感じる」が４３人の４７．８％でございました。「少なく感

じる」が４人の４．４％でございました。「適当であると感じる」が２３人の２５．６％

でございます。 

 また、「何人が適当であるか」とお問いかけをいたしました。これは、すぐにその場で

数字を書ける人だけで結構でございますという申し入れをいたしまして答えていただきま

した。「１２人以下」と言われた回答者が５名ございました。「１４人が適当」が３名でご

ざいました。「１５人が適当」が９名ございました。「１６人」が６名、「１８人」が７名

で、無回答の方は５８名ございました。すぐには、なかなか数字は書けなかったというの

が現状でございます。 

 次に、「複数回答可能で、その理由をお答えください」ということで、どのような考え

からこの定数を決めたらええかという問いかけでございます。「市の人口規模から」が４

１人で３６．３％でございます。「市の財政から」が３０人の２６．５％です。「他市との

比較から」が１８人で１５．９％でございます。 

 最後に、「今後、市議会議員は議員定数等問題に取り組むべきと思いますか」という問

いに対し、今後もずっと決まっても取り組むべきと思われますかという問いに対して、

「大いに取り組むべきだ」と「ある程度取り組むべきだ」の合計が７６人の８４．４％の

人がこう答えておられました。 

 これらの市民懇談会、意向調査にご協力いただきました市民の方々には、この場をおか

りいたしまして厚くお礼を申し上げたいと思います。 

 この数字が表すように、市民の方々が議会に関心を持っていただき、私たちに期待して

くれているのも事実でございますが、私たちの議会活動が余り理解されていないことと、

少し議員数が多いと思われていることも数字に表れていますことを私たち議員は謙虚に受

け取る必要があると思います。 

 なお、今回は議員定数等に関する市民懇談会でありましたが、その中の市民の方々の意

見として、議員定数以外で美馬市議会及び議員に対する意見・要望等、多々ございました。

このことは、我々議員といたしまして、議会活動の中で大いに反映するべきと考えており

ます。 

 また、今後も議会と市民との市民懇談会も年に何回か必要があるのではと双方から意見

がございました。私も今後も続ける必要があると思っておりますが、定数問題の懇談会は

打ち切りとさせていただき、今後は多種になりますので、議会運営委員会委員長、または

議長の方針で判断してもらい、継続してもらうことの申し送りをいたしておりました。そ

の後、早々に議会運営委員会で協議をいただき、今定例会で「議会のあり方検討協議会」

を立ち上げるよう会議規則の一部改正案の提案をしていただきました。 

 次に、５月２０日に、市民の意見を踏まえ、それらの取りまとめ結果を再度持参してい

ただいた上、次期改選時の議員定数について特別委員さんで意見交換をいたしました。委

員各位の意見も多くいろいろありましたが、７月９日から１０日に全国でも先駆けて議会

改革に取り組んでおります大阪府大東市、和歌山県岩出市の議会改革及び議員定数の両市

の状況について行政視察を行うこととし、次回、７月下旬までに予定しております特別委
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員会において、次期改選時の議員定数についての結論を出していくことで委員会として意

見が一致いたしました。 

 以上、簡単ではございますが、議員定数等検討特別委員会の中間報告を終わります。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 次に、閉会中の継続調査の報告を行います。 

 福祉文教常任委員長、郷司千亜紀君。 

◎８番（郷司千亜紀議員） 

 ８番。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 郷司千亜紀君。 

［８番 郷司千亜紀君 登壇］ 

◎８番（郷司千亜紀議員） 

 おはようございます。 

 たくさんの傍聴の方がいらっしゃったのに、早々に帰られてしまって大変残念ではござ

いますけども、議長のご指名がございましたので、閉会中の福祉文教常任委員会の継続調

査報告を申し上げます。 

 美馬市内では、４月から保育環境が変わった子どもたちがたくさんいる中で、どのよう

な環境の中で学んでいるのか実態を把握し、今後の保育環境の改善につなげるため、また

平成２６年度に完成した多世代交流センター「宮内交流の里」の現状を把握するため、去

る５月２７日に現地調査を行いましたので、その一部をご報告いたします。 

 最初に、三島幼稚園、穴吹幼稚園についてですが、昨年度の耐震診断の結果により、急

遽、芝坂幼稚園と穴吹小学校の２階で幼稚園教育を行っており、穴吹小学校の２階では午

後から両園児の預かり保育も行っておりました。三島幼稚園児は、今年４月から林業総合

センターから教育委員会指定のバス２台で送迎をし、預かり保育を利用している園児は、

芝坂幼稚園での保育終了後、教育委員会指定のバスで穴吹小学校へ移動しているとのこと

でした。そういった中、不便ではあるものの、大人たちが思う以上に子どもたちは順応し

ており、とても元気に過ごしているようでございました。 

 次に、設置要望があり、今年４月１日から事業が開始されております岩倉児童クラブで

は、岩倉幼稚園の遊戯室を一時利用しての事業開始となったとのことでした。同じく江原

南児童クラブでは、平成２６年度に寄附された用地に施設を整備し、事業が開始をされて

おります。それぞれの環境の中、月ごとの行事や地域住民との交流などを行っており、子

どもたちにとって欠かすことのできない生活の場になっている様子が伺えました。 

 また、５月１２日にオープンいたしましたサテライト研修室「つながルーム」は、鳴門

教育大学及び県教育委員会が連携し、学力向上、学校及び地域の教育力の向上を図ること

を目的とし、阿南市と美馬市に開設されたということでございます。美馬市については、

情報通信ネットワークを初め、ＩＣＴ環境が早くから整備されているため、その環境を活

用し、インターネット回線を使っての講義や研修、会議を行うことが可能とのことでござ

います。さらに、市役所の会議室が会場となっているため、放課後を活用した研修を受け
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ることも可能となり、大学等へ出向かなくても専門性の高い指導を直接受けられるという

ことで地理的・時間的・経済的にも改善され、研修機会も増え、充実した研修が行えるよ

うになったとのことでした。 

 この「つながルーム」は、教員の資質向上・指導力向上につながり、研修のために授業

をカットしなくて済むということは、教員だけでなく、子どもたちにとっても大変ありが

たいことです。大いに活用していただきたく思うところでございます。 

 続いて、平成２９年４月開校予定の美馬地区統合小学校について、理事者側より図面に

よる説明を受けました。いよいよ始まる新校舎の建設に期待がかかります。また、各作業

部での洗い出し作業も、遺漏なく完了するようにお願いをいたします。 

 以上、今回の現地調査で得られました情報により、早期解決が必要と思われる内容を確

認できましたので、今後、福祉文教常任委員会といたしまして精一杯取り組んでいきたい

と考えております。 

 これで、福祉文教常任委員会の閉会中の継続調査報告を終わります。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 これより本日の日程に入ります。 

 本日の議事日程は、お手元にご配付の日程表のとおりであります。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、１７番 三宅共君、１８番 谷明

美君、１９番 前田良平君を指名いたします。 

 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、６月９日の議会運営委員会の決定のとおり、本

日から７月２日までの１８日間といたしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（藤原英雄議員） 

 異議なしと認め、本定例会の会期は本日から７月２日までの１８日間とすることに決定

をいたしました。 

 なお、会期中の会議日程につきましては、お手元にご配付のとおりといたしたいと思い

ますので、よろしくお願いをいたします。 

 次に、日程第３、議案第５７号、美馬市職員の再任用に関する条例の一部改正について

から議案第６５号、市道路線の認定についてまでの９件を一括上程し、議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。 

◎市長（牧田 久君） 

 議長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 牧田市長。 

［市長 牧田 久君 登壇］ 

◎市長（牧田 久君） 
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 皆さん、おはようございます。 

 本日、平成２７年６月美馬市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれ

ましては、大変お忙しい中ご出席をいただきまして、まことにありがとうございます。ま

た、日頃は市勢発展のために御支援、ご協力を賜っておりますことにつきましても、重ね

て御礼を申し上げる次第でございます。 

 まず最初に、かねて中国雲南省政府より招待をされておりました中国訪問についてのご

報告を申し上げたいと存じます。 

 ６月１０日から６月１３日までの４日間、中国雲南省昆明市で開催をされました第３回

中国―南アジア博覧会及び第２３回中国昆明輸出入商品交易会に、藤原美馬市市議会議長

とともに出席をいたしました。同博覧会には、日本からも雲南省の各都市と友好関係にあ

る我が市や、岩手県を初めとする５つの都市も参加をしておりました。アジアを中心に７

０余りの国と地域から３，０００以上の企業等が出展をされておりました。 

 開会式で演説をいたしました李源潮中国国家副主席は、「発展のためにはネットワーク

が必要である。中国が出資をしているシルクロード基金やアジアインフラ投資銀行はその

重要な力になる」と述べられまして、東南アジアのインフラを整備し、周辺国との連携を

目指す考えを示されました。また、ベトナム、ミャンマー、ラオスと国境を接しておりま

す雲南省を重要な拠点と位置づけておりまして、インフラ整備を急いでいるとも述べられ

ておりました。 

 同会に先立ちまして、６月１１日には大理市人民政府、李福安市長、李欣副市長ほか、

大理市人民政府の幹部の方たちが、昆明市にございます大理市人民政府公館で会談をする

ことができました。今後の美馬市との交流促進や友好都市としての連携について確認をい

たしますとともに、草の根の交流こそが日中両国の良好な関係をつくり出すことができる

という認識で一致をいたしました。 

 また、６月１１日夜に開催をされました前夜祭には、李源潮国家副主席、李紀恒雲南省

共産党書記、雲南省長ほか中国南西各省の省長さん、また近隣諸国の首相、副首相、大統

領、副大統領、各国の大使、領事の方々との交流もできました。美馬市市長といたしまし

ては希有の機会をいただきまして、大変有意義な訪問であったということをご報告させて

いただきます。 

 次に、我が国では一大プロジェクトとも言えます地方創生の取り組みについてでござい

ます。 

 昨年度の国の補正予算による先行施策などで今後５カ年間の基礎を築くとともに、地方

創生初年度のスタートダッシュさながら、多くの市町村で創意工夫を凝らした様々な施策

に取り組もうとしているところでございます。そこで、本市におきましても地方創生の取

り組みにつきましてご報告をさせていただきます。 

 本市の人口ビジョンと総合戦略を策定するために、４月７日に美馬市まち・ひと・しご

と創生会議を開催いたしました。初会合ではありましたが、委員の皆様方からは多様なご

意見、ご提言をいただいておりまして、今後、分野ごとの調整部会で調査・研究を行い、

本年１０月末には美馬市版人口ビジョンと総合戦略を策定することといたしております。 
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 この総合戦略で重要なのは、人口減少に歯止めをかけるために果敢に取り組んでいくこ

とはもちろんでありますが、現に実態として進行しております人口減少に的確に対応して

いくことも欠かせない要素であるというふうに考えてございます。このような考え方に立

った各種の施策や事業の展開によりまして「しごと」と「ひと」の好循環を生み出し、将

来にわたって市民が安心して働き、結婚や出産、そして子育てをすることができる地域社

会を構築することが重要であると考えております。同時に、３月定例会において議決をい

ただきました地方創生先行型事業等を、迅速かつ着実に実行してまいる所存でございます。 

 一方で、この地方創生を一過性の取り組みに終わらせないためには、様々な分野で従来

の仕組みやモノに新しい考え方を取り入れ、社会的に大きな変化をもたらしますイノベー

ション、そして長期的に地方に若者を引きつけるしっかりとした土壌を育てていくという

ことが必要となっておりまして、これをリード、あるいはフォローする政策も不可欠とな

ってまいります。 

 引き続き、全国市長会の特別委員会などで私も意見を申し述べてまいりたいと考えてお

るところでございますので、今後ともご意見や、またご提言をいただきますようによろし

くお願いをいたします。 

 次に、美馬市制１０周年記念事業についてでございます。 

 記念事業につきましては、これまでも申し上げてまいりましたように、冠事業と特別事

業及び記念式典の３つに区分をいたしておりまして、本年の３月から来年２月までの１年

間にわたり実施をしていくことといたしております。 

 とりわけ特別事業といたしましては、本年９月２５日から３日間、木屋平の中尾山高原

グラススキー場で開催予定の第２２回高円宮牌グラススキー・ジャパンオープンを位置づ

けいたしております。７年ぶりに本市で開催をされます大会を前回以上に盛大な大会とす

るために、去る５月１１日には、日本グラススキー協会や関係機関を委員に交えた実行委

員会を立ち上げいたしまして、大会の成功に向けて協議を行ったところでございます。 

 また、記念式典につきましては、７月４日の午前１０時から穴吹農村環境改善センター

を会場といたしまして、市制１０周年記念式典と庁舎の総合落成式とを併せて開催するこ

とといたしておりまして、議員各位をはじめ、関係機関の方々に対しましてご案内をさせ

ていただいたところでございます。 

 美馬市制１０周年記念事業に係ります諸行事につきましては、市民の皆様のご理解とご

協力を賜りますようにお願いを申し上げる次第でございます。 

 さて、今定例会におきましては、平成２７年度一般会計補正予算をはじめ、条例議案な

どを提出させていただいておりますが、提案理由のご説明をいたします前に、当面する市

政の課題と重要施策につきましてご報告を申し上げ、市民の皆様のご理解とご協力を賜り

たいと存じます。 

 最初に、市民の個性と能力が発揮できるまちづくりでは、子育て・就学前教育の充実に

ついてでございます。 

 本年４月、子ども・子育て支援新制度が本格的にスタートいたしましたが、本市におき

ましても子ども・子育て支援事業計画を新たに策定いたしまして、各種の施策を推進して
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いるところでございます。 

 その一つでございますが、多くの子どもさんを養育されております多子世帯への経済的

支援につきましては、本市ではこれまで国の基準に基づいた保育料の負担軽減を実施して

まいったところでございますが、県は本年度から新たな軽減制度を創設することといたし

ております。これには所得制限が設けられることとなっておりますが、本市におきまして

は、市単独事業によりまして所得制限をかけないことで該当する世帯全てを対象として実

施をすることといたしております。 

 このように、子育て世代への経済的支援などを初めといたしまして、今後とも子育ての

しやすい環境の整備・拡充に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、いきいきと健やかに暮らせるまちづくりでは、障がい者福祉の充実についてでご

ざいます。 

 障がいのある人への支援体制につきましては、関係機関と連携の密接化を図るなど、体

制の整備に努めてきたところでございますが、先般、発達障がいのある方を支援いたしま

す２つの施設が美馬市内に開設をされたところでございます。 

 一つには、４月に徳島県手をつなぐ育成会によりまして、脇町馬木に発達支援事業所・

相談支援センター「イノセント」が、発達障がいのある子どもの放課後デイサービスなど

に取り組む施設として開設をされました。また、５月には発達障がい者総合支援センター

「アイリス」が、発達障がいのある方の自立と社会参加を支援する施設として旧美馬商業

高等学校の空き施設を利用して開設をされております。この「アイリス」につきましては、

県西部での支援体制の整備を県に要望してまいったところでございまして、この度その施

設が実現をしたものでございます。 

 このように、身近な地域で発達障がいのある方を支援する施設が整備されましたことで、

きめ細やかな支援体制の充実・強化が図られるものと期待をいたしますとともに、市とい

たしましても、今後、障がい者福祉のさらなる向上に取り組んでまいりたいと考えておる

ところでございます。 

 次に、安全・安心で環境にやさしいまちづくりにつきましては、拝原最終処分場の進捗

状況についてご報告をいたします。 

 拝原最終処分場におきましては、既設最終処分場の第１期エリアで埋設ごみの選別や撤

去が完了いたしまして、選別ヤードの４棟のごみ選別用テントにつきましても、予定どお

り安全に撤去することができました。一方、第２期エリアにつきましては、これから出水

期となることから、埋設ごみの選別や撤去工事ができなくなります。このため、新最終処

分場の第２埋立地におきまして造成工事や遮水工事に着手をしたところでございます。 

 これまで同様、工事の遂行に当たりましては、地域住民の皆様方に安心をしていただけ

ますように環境や安全対策に十分配慮いたしまして、ご理解、ご協力を賜りながら着実に

進めてまいる所存でございます。 

 次に、快適で便利なまちづくりでは、公共交通システムの整備についてでございます。 

 まず、美馬市営バス、穴吹・木屋平線につきましては、先月の第１０回美馬市地域公共

交通会議におきまして、６月１日より穴吹駅から脇町道の駅、藍ランドうだつまで路線を
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延長することが決定をされました。予定どおり運行が開始されたところでございますが、

市民の皆様をはじめ、観光客などの利便性の向上にもつながるものと考えてございます。 

 一方、デマンドバス、美馬ふれあいバスにつきましては、平成２３年から運行をしてお

りますが、年々利用者数も増えまして、昨年度は延べ利用者数１万４，０００人を超えま

して、１日の平均利用者数は５７．５人となっております。本年度中には利用者累計が延

べ５万人に達する見込みであり、高齢者を中心とした市民の皆様に着実に定着をしてきて

いる状況でございます。 

 このように、今後におきましても市民の皆様の日常生活に必要不可欠な地域公共交通の

さらなる充実・確保に努めてまいりたいと考えております。 

 続きまして、複合施設の整備等、公共施設の再編についてでございます。 

 まず、ショッピングセンター・パルシーを活用いたしました脇町地区の複合施設につき

ましては、去る４月２２日に美馬市脇町地区複合施設検討委員会におきまして、専門的な

知見や利用者団体からのご意見などをいただいたところでございます。今後はこれらを参

考にしながら、基本設計及び実施設計を進めてまいる予定といたしております。 

 次に、美馬産業センターにつきましては本年３月末に改修を終えまして、４月から美馬

町市民サービスセンターが移転をいたしております。その後、旧庁舎の解体工事が完了を

いたしまして、現在は入り口でございますエントランスホールなどの整備を進めておりま

して、１０月には全ての工事が完了する予定といたしております。 

 また、木屋平中学校を活用いたしました複合施設の整備につきましては、木屋平地区で

の検討委員会で地域のご意見をいただいたところでございまして、早期に基本設計を取り

まとめまして工事に着手をしてまいりたいと考えております。 

 この施設を整備することによりまして、木屋平地区でのワンストップサービスが実現可

能となり、併せて地域づくりや様々なコミュニティー活動の拠点としての機能が発揮でき

るものと考えております。 

 次に、活力がみなぎり、交流がうまれるまちづくりでは、まず美馬市プレミアム付き商

品券発行事業についてでございます。 

 商品券の発行事業は、経済対策といたしまして過去４回、美馬市では取り組んできたと

ころでございますが、今年度は地方創生の地域住民生活等緊急対策交付金を活用いたしま

して、３０％のプレミアム付きで、１セット１万３，０００円の商品券を地域消費喚起策

といたしまして、１万円で販売をすることといたしております。併せまして、生活支援策

といたしまして多子世帯への子育て支援に的を絞りまして、１セットを７，０００円で販

売することといたしております。 

 商品券の販売につきましては、多くの市民の皆様に関心を持っていただいておることと

思いますが、先般発売をされました阿波とくしま商品券では、販売方法や購入限度額の設

定などに関しまして、県民の皆様から様々なご指摘がなされたようでございます。市とい

たしましては、秋の発売に向けまして準備作業を進めているところでございまして、販売

に当たりましては、より多くの市民の皆様に行き渡るように検討を重ねているところでご

ざいますので、その際には幅広くご活用をいただきますようお願いを申し上げます。 
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 次に、中山間直接支払交付金制度の継続についてでございます。 

 この事業は、中山間地域における農業の生産条件の不利を補正することで、農業生産活

動の継続及び多面的機能の確保を目的としたものでございまして、第１期対策が平成１２

年度から始まり、５年ごとの更新を経まして、本年３月末をもって第３期対策が終了をし

たところでございます。これまで３期１５年間にわたりまして対策を進めてまいりまして、

中山間地区における耕作放棄地の抑制や鳥獣被害対策などに成果が現れておりまして、大

変重要な制度となっております。 

 農業の衰退は我が国全体の深刻な問題となっておりますが、依然として農業従事者の高

齢化や担い手・後継者不足による農業離れの進行が否めません。このようなことから、現

在、第４期対策の早期継続に向けての諸準備を進めておるところでございまして、今後と

も中山間地区における農業経営の推進・支援に努めてまいりたいと考えております。 

 続きまして、里平野・横尾工場用地造成事業についてでございます。 

 昨年８月に着手をいたしましてから、はや１０カ月が経とうといたしているところでご

ざいます。広大な面積での工事ではありますが、計画的かつ合理的な施工を進めてまいり

ました結果、契約工期の来年６月より相当早い時期に完成をする見込みとなってございま

す。また、アクセス道路や工業用水道事業など、周辺インフラ整備も順調に進捗をしてお

りまして、早期完成を目指しまして鋭意取り組んでまいる所存でございます。 

 そこで、今定例会には、工業用水道事業につきまして平成２８年度までの債務負担行為

の設定を提案させていただいておりますので、ご審議につきましてよろしくお願いを申し

上げたいと存じます。 

 それでは、上程をいただきました議案につきましてご説明を申し上げます。 

 最初に、議案第５７号、美馬市職員の再任用に関する条例の一部改正についてでござい

ます。 

 この案件は、被用者年金制度の一元化等を図るための厚生年金保険法等の一部を改正す

る法律が施行されることに伴いまして、所要の改正を行うものでございます。 

 次に、議案第５８号、美馬市立幼稚園条例及び美馬市立幼稚園預かり保育実施条例の一

部改正についてでございます。 

 この案件は、三島幼稚園が穴吹林業総合センターに移転をすることで住所変更すること

などに伴いまして、関係条例につきまして所要の改正を行うものでございます。 

 次に、議案第５９号、平成２７年度美馬市一般会計補正予算（第２号）でございます。 

 今回の補正予算は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ９，１５０万円を追加いたしまして、

補正後の予算総額を２１６億７，３２０万円とするものでございます。 

 補正予算の主なものでございますが、総務費では自治総合センターによるコミュニティ

助成事業を活用いたしました市内の指定避難場所への簡易救助用資材の整備、また地域の

伝統芸能備品を整備するために４７６万円を計上いたしております。民生費では、現在建

設中の美馬認定こども園に太陽光発電設備などを設置する経費など２，６０５万円を計上

いたしております。農林水産業費では、県単独土地改良事業による農道改良、また農業経

営に対する助成事業であります経営体育成支援事業など３，６１４万円を計上いたしてお
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ります。商工費につきましては、美馬・三好の２市２町が共同で取り組みます剣山・吉野

川を活用した観光事業など９０７万円を計上いたしております。土木費では、木造住宅の

耐震化を促進するためのリフォーム支援事業など７０１万円を計上いたしております。教

育費では、小・中学校における理科・数学教育の振興を図るための経費、また江原中学校

の新入生増加に伴う普通教室へのエアコン整備事業費など８４８万円を計上いたしており

ます。 

 以上が、一般会計補正予算の概況でございます。 

 次に、特別会計、企業会計では、議案第６１号、平成２７年度美馬市公共下水道事業特

別会計補正予算（第１号）につきましては、平成２８年度から１０年間を計画期間とした

美馬市汚水処理構想の策定経費など３５４万円を計上いたしております。 

 次に、議案第６３号、徳島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に

伴う徳島県市町村総合事務組合規約の変更についてでございます。この案件は、本年３月

３１日をもって板野郡西部学校給食組合が解散をしたために規約を変更することに伴うも

のでございます。 

 次に、議案第６４号、工事請負契約の変更についてでございます。この案件は、平成２

６年１２月議会で議決をいただきました平成２６年度社会資本整備総合交付金事業による

市道美馬６４０号線橋梁下部工事に係る契約金額に変更が生じたため、議会の議決を求め

るものでございます。 

 続きまして、議案第６５号、市道路線の認定についてでございます。この案件は、市道

美馬６４９号線の路線の認定につきまして、道路法の規定により、議会の議決を求めるも

のでございます。 

 このほかに、今定例会には、後ほどご説明をさせていただきます人事案件が２件、専決

処分の承認案件が１１件、報告案件が２件の、合わせて２４件を提案させていただいてお

ります。十分ご審議を賜りまして、原案どおりご可決、ご承認を賜りますようお願いを申

し上げまして、私からのご挨拶及び提案理由の説明とさせていただきます。どうぞよろし

くお願いをいたします。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 以上で提案理由の説明が終わりました。 

 次に、日程第４、議案第６６号、人権擁護委員候補者の推薦について及び議案第６７号、

人権擁護委員候補者の推薦についての２件を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

◎市長（牧田 久君） 

 議長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 牧田市長。 

［市長 牧田 久君 登壇］ 

◎市長（牧田 久君） 

 ただいま上程をいただきました議案第６６号及び議案第６７号につきましてご説明をさ
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せていただきます。 

 まず、議案第６６号、人権擁護委員候補者の推薦についてでございます。 

 この案件は、人権擁護委員法第６条第３項の規定によりまして議会の意見を求めるもの

でございます。 

 推薦をお願いする者は、美馬市脇町字拝原１３４２番地２にお住まいの土井池弘次氏で

ございます。生年月日は、昭和１６年１０月１日でございます。 

 土井池氏は、平成２４年１０月１日に人権擁護委員として委嘱をされまして、人権思想

の普及、高揚に務めてこられましたが、本年９月３０日をもって任期満了となるために、

再度推薦することにつきまして議会の同意をお願いするものでございます。 

 次に、議案第６７号、同じく人権擁護委員候補者の推薦についてでございます。 

 この案件は、人権擁護委員法第６条第３項の規定によりまして議会の意見を求めるもの

でございます。 

 推薦をお願いする者は、美馬市穴吹町三島字小島２２８４番地２にお住まいの加藤時寛

氏でございます。生年月日は、昭和２９年８月８日でございます。 

 加藤氏は、長年にわたる徳島県市町村職員共済組合職員の経験をもとに、広く社会事情

に通じておられます。人格、識見ともに高く、人権擁護委員候補者として適任者であると

認められますので、推薦することにつきまして議会の同意をお願いするものでございます。 

 以上、２件につきましてご同意を賜りますようお願いを申し上げまして提案理由の説明

とさせていただきます。どうぞよろしくお願いします。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 以上で説明が終わりました。 

 お諮りいたします。ただ今議題となっております議案は人事案件でありますので、成規

の手続きを省略し、直ちに採決いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（藤原英雄議員） 

 異議なしと認めます。よって、議案第６６号及び議案第６７号は成規の手続きを省略し、

直ちに採決をすることに決しました。 

 これより順次採決をいたします。 

 初めに、議案第６６号、人権擁護委員候補者の推薦についてを採決いたします。 

 本案は原案のとおり同意することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（藤原英雄議員） 

 異議なしと認めます。よって、議案第６６号は原案のとおり同意することに決しました。 

 続いて、議案第６７号、人権擁護委員候補者の推薦についてを採決いたします。 

 本案は原案のとおり同意することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（藤原英雄議員） 

 異議なしと認めます。よって、議案第６７号は原案のとおり同意することに決しました。 
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 次に、日程第５、承認第１号、専決処分の承認を求めることについて（美馬市税条例の

一部改正について）から承認第１１号、専決処分の承認を求めることについて（平成２６

年度美馬市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号））までの１１件を一括議題といたし

ます。 

 議案の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。 

◎企画総務部長（上谷敏也君） 

 企画総務部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 企画総務部長、上谷君。 

［企画総務部長 上谷敏也君 登壇］ 

◎企画総務部長（上谷敏也君） 

 それでは、私のほうから承認第１号から第４号までの４件につきましてご説明をさせて

いただきます。 

 恐れ入りますが、議案書の４ページをお開き願います。 

 まず、承認第１号についてでございますが、地方税法等の一部を改正する法律の施行に

伴いまして、去る３月３１日、美馬市税条例等の一部改正について、地方自治法第１７９

条第１項の規定に基づき専決処分をいたしましたので、同条第３項の規定により報告し、

承認を求めるものでございます。 

 専決処分の内容につきましては５ページから１８ページに記載をいたしておりますが、

この中で主な改正点につきましてご説明をいたします。 

 まず、８ページ、第１６条からの軽自動車税の税率の特例では、平成２７年度から適用

することとされておりました原動機付自転車及び二輪車等に係ります税率の適正開始が１

年間延期されましたこと、次に１２ページ、附則の第５条でございます。市たばこ税に関

する経過措置では、旧３級品の製造たばこに係る特例税率が平成２８年度から段階的に廃

止され、現行の２，４９５円から、平成３１年４月に一般品の税率と同率の５，２６２円

に引き上げられますこと、そのほかマイナンバー制度によります個人番号や法人番号の規

定の整備をする改正を行ったものでございます。 

 次に、議案書１９ページをお開き願います。 

 承認第２号につきましてでございますが、地方税法施行令等の一部を改正する政令の改

正に伴い、去る３月３１日、美馬市国民健康保険税条例の一部改正につきまして、地方自

治法第１７９条第１項の規定に基づき専決処分をいたしましたので、同条第３項の規定に

より報告し、これの承認を求めるものでございます。 

 専決処分の内容につきましては、２０ページから２１ページに記載をいたしております。

この改正の内容は、国民健康保険の保険税について負担の適正化を図る当該保険の賦課限

度額及び所得の少ない被保険者に対しまして算定基準等の見直しを行ったものでございま

す。 

 改正の主な内容でございますが、まず１点目といたしまして、保険税の賦課限度額の見

直しといたしまして、基礎課税額に係ります限度額を５１万円から５２万円に、後期高齢
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者支援金等に係ります限度額を１６万円から１７万円に、介護給付金に係る限度額を１４

万円から１６万円にそれぞれ増額をしたものでございます。 

 ２点目といたしましては、低所得者に対しましての軽減措置といたしまして、５割軽減

対象者となります世帯の判定所得を２４万５，０００円から２６万円に、また２割軽減対

象となります世帯の判定所得を４５万円から４７万円に引き上げるものでございます。 

 続きまして、議案書２２ページをお開き願います。 

 承認第３号についてでございます。介護保険法施行令及び国庫負担金の算定等に係る法

律の一部改正をする政令の施行に伴いまして、去る４月１５日、１６日、美馬市介護保険

条例の一部改正について、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専決処分をいたし

ましたので、同条第３項の規定によりまして報告し、承認を求めるものでございます。 

 専決処分の内容といたしましては、２３ページに記載をいたしておりますが、この改正

内容は第１号被保険者に係ります第１段階の介護保険料を年額３万４，２００円から３万

７８０円に改定したものでございまして、年額３，４２０円の個人負担が軽減されること

になります。 

 以上が先決をいたしました条例３件の主な内容でございます。 

 続きまして、承認第４号についてご説明させていただきます。 

 恐れ入ります。別冊となります平成２６年度美馬市補正予算書（平成２７年３月３１日

専決）をお願いいたします。 

 １ページをお開きください。承認第４号は、平成２６年度美馬市一般会計補正予算（第

９号）を地方自治法第１７９条第１項の規定により、平成２７年３月３１日、専決処分い

たしましたので、同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものでございます。 

 ３ページをお開きください。補正予算（第９号）は、第１条、歳入歳出予算の補正のと

おり、歳入歳出予算の総額にそれぞれ５，５００万円を増額し、補正後の総額を２１５億

２，５５０万円としたものでございます。第２条の地方債の補正は、各種事業の実績見込

みにより変更となります地方債の限度額を補正したものとなっております。 

 ５ページをお開きください。第１表、歳入歳出予算補正でございますが、このページか

ら１１ページまでは補正額を款・項の区分ごとに掲載をしたものでございます。 

 歳入につきましては、主に事業の実績見込みや各種交付金の確定によりまして、地方交

付税や国・県支出金、市債の調整を行ったものでございます。また、歳出につきましては、

主に事業費の実績見込みによりまして予算の減額や財政構成を行うとともに、今後の大型

事業に備えるため、財政調整基金などに積み立てを計上したものでございます。 

 次に、１２ページをお開きください。第２表、地方債補正でございますが、それぞれの

事業の実績見込みによりまして４，０６０万円を減額し、平成２６年度の地方債の限度額

を３２億９３０万円としたものでございます。 

 それでは、歳入歳出予算の主な内容につきましてご説明を申し上げます。 

 まず、予算書１６ページ、歳入でございますが、このページの市税は市の留保分を追加

補正するものでございまして、固定資産税で２２万１，０００円、たばこ税で１，９４９

万２，０００円の追加計上いたしております。 
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 次の自動車重量譲与税から１８ページ上段の交通安全対策特別交付金までは、地方贈与

税、各種税の交付金、地方交付税など、交付額の決定により予算額を調整したものでござ

います。 

 続きまして、１８ページ中段の農林水産業費分担金から１９ページ中段の農林水産業費

手数料までは、各種事業の実績によりましてそれぞれの予算額を調整したものとなってご

ざいます。 

 また、１９ページ下段の国庫支出金、民生費国庫負担金から２５ページ中段の財産収入

までの収入補正につきましても、各種事業等の実績によりましてそれぞれの予算額を増減

調整したものとなっております。 

 同じく２５ページ下段の指定寄附金は、平成２７年１月から３月までの間にご寄附をい

ただきました、まほろばサポーター寄附金と森林協会から林業振興事業への指定寄附金等

を追加計上したものでございます。 

 続きまして、２５ページ下段から次のページの繰入金でございますが、地方交付税等の

歳入の増額及び各種事業の実績と歳出の不用額の減額によりまして所用の財源が確保でき

る見込みとなりましたので、減債基金を初め、特定目的基金からの繰り入れを減額いたし

まして、それぞれの基金に積み戻しをするものでございます。また、住宅新築資金等貸付

事業特別会計では、余剰金につきまして一般会計へ繰り入れを行っております。 

 ２６ページの中段から諸収入につきましては、説明欄のとおりでございます。 

 次の２７ページから２８ページにかけて記載しております起債につきましては、各種事

業の実績見込みによりまして、全体で４，０６０万円の減額補正を行っております。 

 以上で、簡単でございますが、歳入、補正予算の説明とさせていただきます。 

 続きまして、２９ページから歳出についてご説明を申し上げます。 

 議会費からとなっておりますが、６８ページ下段の公債費まで、ほぼ全ての費目が各種

事業等の実績見込みによります不用額の調整を行ったことによる減額予算となっておりま

す。内容につきましては、説明欄に記載のとおりでございます。 

 続きまして、６９ページをお開きください。基金費でございますが、特別交付税の増額

や歳出不用額の調整、また平成２６年度の収支を見込んだ上で、財政調整基金に８億８，

４００万円、ふるさと振興基金に１９９万５，０００円、オラレまちづくり基金に１，４

６８万７，０００円をそれぞれ積み立てるものでございます。これにより、平成２６年度

末の財政調整基金残高は３５億４，１３３万６，０００円、基金費全体では８４億２，０

５２万１，０００円となる見込みとなっております。 

 以上、簡単でございますが、承認第１号から承認第４号までの説明とさせていただきま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

◎市民環境部長（佐藤充生君） 

 市民環境部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 市民環境部長、佐藤君。 

［市民環境部長 佐藤充生君 登壇］ 
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◎市民環境部長（佐藤充生君） 

 それでは、引き続きまして私のほうからは承認第５号、専決処分の承認を求めることに

つきましてご説明を申し上げます。 

 補正予算書の７３ページをお開きいただけたらと思います。 

 承認第５号は、平成２６年度美馬市住宅新築資金等貸付事業特別会計の補正予算（第１

号）を、地方自治法第１７９条第１項の規定によりまして３月３１日に専決処分をいたし

ましたので、同条第３項の規定によりまして議会の承認を求めるものでございます。 

 次に、７５ページをお開きいただけたらと思います。本補正につきましては、歳入歳出

の予算の総額にそれぞれ７７２万７，０００円を追加いたしまして、予算総額をそれぞれ

１，１９８万４，０００円とするものでございます。 

 補正内容についてご説明をいたします。少し飛びますけれども、８１ページをお開きい

ただけたらと思います。歳入につきましては、１５款繰越金といたしまして、貸付金元利

収入等の実績が７７２万７，０００円ございましたので、前年度繰越金といたしまして計

上をいたしました。 

 次に歳出でございます。８２ページをお開きください。第１款貸付事業費といたしまし

て、貸付金元利収入７７２万７，０００円を繰出金といたしまして一般会計へ繰り出しを

行いました。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

◎保険福祉部長（緒方利春君） 

 保険福祉部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 保険福祉部長、緒方君。 

［保険福祉部長 緒方利春君 登壇］ 

◎保険福祉部長（緒方利春君） 

 続きまして、私のほうからは承認第６号から承認第８号までの３件につきましてご説明

をさせていただきます。 

 予算書の８３ページをお願いいたします。 

 承認第６号は、平成２６年度美馬市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）を、地方

自治法第１７９条第１項の規定によりまして平成２７年３月３１日付で専決処分を行いま

したので、同条第３項の規定により議会の承認を求めるものでございます。 

 ８５ページをお開きください。補正予算第４号は、第１条のとおり、事業勘定におきま

して歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億８，３４２万４，０００円を減額し、

補正後の総額をそれぞれ３７億８，７３４万６，０００円としたものでございます。また、

直営診療施設勘定におきまして、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，０６７万

６，０００円を減額し、補正後の予算の総額をそれぞれ１億３，１４７万２，０００円と

したものでございます。 

 まず、事業勘定でございます。９３ページをお開きください。歳入でございますが、１

０款国庫支出金の療養給付費等負担金から９５ページ上段の２５款共同事業交付金までは、
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それぞれ国の負担金などが確定をしたことによりまして調整を行ったものでございます。 

 次の３５款繰越金、４０款の諸収入につきましては、説明欄に記載のとおりでございま

す。 

 ９６ページをお開きください。繰入金でございます。下段の財政調整基金繰入金につき

ましては取り崩し財源としておりましたものを、国や県からの財政調整交付金等の確定に

より２億１，０００万円を減額し、基金への積み戻しを行ったものでございます。 

 次に、９７ページからの歳出でございますが、一般管理費、賦課徴収費、趣旨普及費に

つきましては、それぞれの運営実績による減額と国・県の補助額の確定による財源充当を

行ったものでございます。 

 ９８ページをお開きください。中段の５款保険給付費から１０２ページ下段の予備費ま

で、ほぼ全ての項目におきまして年間の給付実績及び国・県の補助額の確定により、それ

ぞれ調整を行ったものとなっておりまして、説明欄に記載のとおりでございます。 

 続きまして直診勘定でございますが、この勘定は木屋平、口山のそれぞれの診療所など

の運営会計でございます。 

 １０７ページをお願いいたします。歳入でございますが、１目の国民健康保険診療報酬

から下段の文書料までは診療実績に応じまして所要の調整を行ったものでございます。 

 １０８ページをお開きください。直営診療施設県補助金、補正額７１万５，０００円は、

地域医療再生計画事業費補助金の確定により追加計上を行ったものでございます。 

 次の繰越金から下段の繰入金までは、説明欄に記載のとおりでございます。 

 続きまして、歳出でございます。１１０ページをお開きください。施設管理費につきま

しては、説明欄にございますように、職員の給料や手当、共済費など、また医師派遣委託

料などを減額するもので、不用額を調整したものでございます。 

 次の医業費につきましては、薬品購入費の減など、説明欄記載の理由によるものでござ

います。 

 以上が平成２６年度の美馬市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）の内容でござい

ます。 

 続きまして、予算書の１１５ページをお開きください。 

 承認第７号でございます。平成２６年度美馬市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）を、地方自治法第１７９条第１項の規定により平成２７年３月３１日付で専決処分を

いたしましたので、同条第３項の規定により議会の承認を求めるものでございます。 

 １１７ページをお開きください。補正予算（第１号）は、第１条のとおり、歳入歳出予

算の総額からそれぞれ４，２４４万８，０００円を減額し、補正後の総額を４億１，０５

２万４，０００円としたものでございます。 

 １２３ページをお願いいたします。歳入でございますが、上段の後期高齢者の特別徴収

及び普通徴収の保険料につきましては、保険料の賦課徴収実績により調整を行ったもの、

また中段の繰入金につきましては、医療費の確定などによりまして保険基盤安定に係る繰

入金を減額補正したものでございます。 

 １２５ページをお願いいたします。歳出でございますが、後期高齢者医療広域連合納付



－２２－ 

 

金につきましては、保険料などの確定により広域連合への納付金を調整したものでござい

ます。 

 下段の保険料還付金につきましては、説明欄に記載のとおりでございます。 

 続きまして、１２７ページをお願いいたします。承認第８号でございますが、平成２６

年度美馬市介護保険特別会計補正予算（第３号）につきまして、地方自治法第１７９条第

１項の規定により３月３１日付で専決処分を行いましたので、同条第３項の規定によりま

して議会の承認を求めるものでございます。 

 １２９ページをお願いいたします。補正予算（第３号）は、第１条のとおり、保険事業

勘定におきまして、歳入歳出それぞれ１億２５６万４，０００円を減額し、補正後の総額

を３７億４，７８６万９，０００円としたものでございます。また、サービス事業勘定に

おきまして、歳入歳出それぞれ２３９万６，０００円を減額し、補正後の総額を５，４０

１万９，０００円としたものでございます。 

 まず、保険事業勘定でございますが、１３５ページをお願いいたします。歳入でござい

ますが、上段の第１号被保険者保険料につきましては、年間の収納実績によりまして調整

を行ったものでございます。 

 次の国庫支出金、介護給付費国庫負担金から１３７ページ上段の繰入金まで、それぞれ

地域支援事業の実績に伴い、所用の調整を行ったものでございます。 

 続きまして１３８ページ、歳出でございますが、一般管理費につきましては、職員の異

動等に伴います人件費等の調整、また中段の賦課徴収費から１４０ページ下段の第１号被

保険者保険料還付金につきましては、事業の実績に伴いまして所要の調整を行ったもので

ございます。 

 続きまして、サービス事業勘定でございます。１４５ページをお願いいたします。この

ページに歳入、また１４６ページに歳出を記載しておりますが、それぞれ介護予防支援事

業の実績に応じまして所要の調整を行ったものでございます。 

 以上、承認第６号から承認第８号までのご説明とさせていただきます。ご承認を賜りま

すよう、よろしくお願い申し上げます。 

◎市民環境部長（佐藤充生君） 

 市民環境部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 市民環境部長、佐藤君。 

［市民環境部長 佐藤充生君 登壇］ 

◎市民環境部長（佐藤充生君） 

 引き続きまして、承認第９号及び第１０号について順次ご説明を申し上げます。 

 補正予算書の１５１ページをお開きいただけますか。 

 承認第９号は、平成２６年度美馬市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）を、地

方自治法第１７９条第１項の規定によりまして３月３１日に専決処分をいたしたものでご

ざいます。 

 次に、予算書の１５３ページをお開けください。補正予算（第２号）は、歳入歳出の予
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算の総額から４８９万３，０００円を減額いたしまして、歳入歳出予算の総額を２億５，

９３５万円とするものでございます。 

 それでは、補正内容の主な内容についてご説明を申し上げます。 

 １５９ページをお開けいただきます。第５款使用料及び手数料でございます。公共下水

道施設使用料につきましては実績によるものでございまして、１７０万円の減額となって

おります。 

 ２０款繰入金でございます。一般会計からの繰入金を８１９万３，０００円減額させて

いただき、２５款繰越金につきましては前年度からの繰越金を５００万円とさせていただ

きました。 

 次に、歳出予算についてご説明をいたします。１６０ページをお開けください。第１款

総務費でございます。補正額は７７万３，０００円の減額補正でありまして、財源は全て

一般財源であります。８節、報償費、１９節、負担金補助及び交付金につきましては公共

汚水ますに接続した場合に交付するものでありまして、接続実績はございませんでした。

それに基づく減額でございます。 

 ５款事業費でございますが、１目施設建設費の工事請負費、２目施設管理費の委託料と

工事請負費につきましても事業費の確定に伴う不用額の減額であり、合計３０３万５，０

００円を下水道事業費として減額をさせていただきました。 

 １０款公債費でございます。長期債利子と一時借入金利子、合わせまして１０８万５，

０００円を減額させていただきました。 

 以上で、承認第９号、専決処分の承認を求めるにつきましてのご説明とさせていただき

ます。 

 続きまして、承認第１０号、１６１ページをお開けください。 

 承認第１０号は、平成２６年度美馬市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）を、

地方自治法第１７９条第１項の規定によりまして３月３１日に専決処分をしたものでござ

います。 

 １６３ページをお開けいただきたいと思います。補正予算（第１号）は、第１条により

まして歳入歳出予算の総額からそれぞれ７８万３，０００円を減額いたしまして、歳入歳

出予算の総額をそれぞれ１億６，０１６万円とするものでございます。 

 補正の主な内容につきましてご説明を申し上げます。 

 少し飛びますけれども、１６９ページをお開けいただけたらと思います。歳入予算でご

ざいますけれども、第１款分担金及び負担金でございます。農業集落排水事業におきます

加入分担金を、加入実績によりまして２６４万円減額をさせていただきました。 

 ５款使用料及び手数料につきましても、使用料の実績によりまして５１万円を減額させ

てもらっております。 

 １５款繰入金でございますが、一般会計からの繰入金を９１万円といたしまして、２０

款繰越金は前年度からの繰越金を１４５万７，０００円とさせていただきました。 

 次に、１７０ページをお開けいただけたらと思います。歳出予算についてご説明を申し

上げます。第１款総務費でございますが、一般管理費におきまして、需用費、公課費、合
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わせまして３３万３，０００円を総務管理費といたしまして減額をさせていただきました。 

 ５款事業費でございます。施設管理費におきまして、需用費、原材料費、合わせまして

４５万円を農業集落排水事業費といたしまして減額をさせていただきました。 

 これらの減額につきましては、全て事業費の確定に伴います不用額の減額でございます。 

 以上、承認第１０号、専決処分の承認を求めるにつきましての説明とさせていただきま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

◎水道部長（仁木 崇君） 

 水道部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 水道部長、仁木君。 

［水道部長 仁木 崇君 登壇］ 

◎水道部長（仁木 崇君） 

 続きまして、私のほうからは承認第１１号のご説明を申し上げます。 

 補正予算書の１７１ページをお開きください。 

 承認第１１号は、平成２６年度美馬市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）を、地

方自治法第１７９条第１項の規定により、去る３月３１日付で専決処分をいたしましたの

で、同条第３項の規定により議会の承認を求めるものでございます。 

 １７３ページをお開きください。専決処分いたしました補正予算は、第１条のとおり、

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８８３万７，０００円を減額し、補正後の総額

をそれぞれ２億５，６２９万円としたものであります。 

 １７９ページをお願いいたします。歳入の主なものについて順次ご説明いたします。負

担金では１４３万６，０００円の減額、使用料では３３０万円の減額で、それぞれ実績に

伴い減額しております。繰越金では６８５万３，０００円の増額で、前年度繰越金の増額

に伴うものであります。繰入金では１，０８４万８，０００円の減額で、水道事業費の減

額に伴うもので、一般会計からの繰り入れを減額しております。 

 １８０ページをお願いいたします。歳出の主なものについて順次ご説明いたします。総

務管理費では３４３万４，０００円の減額で人件費の不用額を、水道事業費では１０３万

８，０００円の減額で動力費等の不用額をそれぞれ減額いたしております。 

 １８１ページをお願いいたします。建設事業費では１２１万３，０００円の減額で、小

島簡易水道の水源地調査業務委託料の入札によります請け差を減額いたしております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 ただ今のところ質疑の通告がありませんので、質疑なしと認めます。これをもって質疑

を終結いたします。 

 ただ今議題となっております承認第１号から承認第１１号までの１１件については、会

議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご
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異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（藤原英雄議員） 

 異議なしと認めます。よって、承認第１号から承認第１１号までの１１件については委

員会付託を省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（藤原英雄議員） 

 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより採決をいたします。 

 承認第１号から承認第１１号までの１１件について、原案のとおり承認することにご異

議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（藤原英雄議員） 

 異議なしと認めます。よって、承認第１号から承認第１１号までの１１件については原

案のとおり承認をされました。 

 次に、日程第６、報告第１号、平成２６年度美馬市繰越明許費繰越計算書及び報告第２

号、平成２６年度美馬市工業用水道事業会計予算繰越計算書についての報告を求めます。 

◎企画総務部長（上谷敏也君） 

 企画総務部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 企画総務部長、上谷君。 

［企画総務部長 上谷敏也君 登壇］ 

◎企画総務部長（上谷敏也君） 

 それでは、報告第１号、平成２６年度美馬市繰越明許費繰越計算書についてご説明を申

し上げます。 

 恐れ入ります。議案書の３２ページをお開き願います。 

 この件につきましては、平成２６年度に係る予算のうち、一般会計につきましては補正

予算（第６号）から（第８号）において、公共下水道事業特別会計につきましては補正予

算（第１号）においてそれぞれ繰越明許をして、お認めをいただきました各事業につきま

して平成２７年度へ繰り越し、金額が確定いたしましたので、地方自治法施行令第１４６

条第１項の規定に基づきまして報告を行うものでございます。 

 まず、第１の一般会計では、総務費の合併１０周年記念誌作成事業から、次のページ、

３４ページの中段でございます、災害復旧費の道路橋梁災害復旧事業までの４９事業でご

ざいます。繰り越しを予定いたしておりました金額は、合計で１８億８，７７４万６，０

００円でございましたが、事業の進捗によりまして、そのうち１７億９，００６万７，０

００円を平成２７年度に繰り越しをしたものでございます。 

 また、この財源につきましては、国庫支出金が合計で７億４，２５０万１，０００円、
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地方債が合計で５億５，６７０万円、その他が合計で２２５万円、そして一般財源が合計

で４億８，８６１万６，０００円となってございます。 

 なお、これらの事業に係ります５月末までの執行率でございますが、全体で約３７％と

なっております。 

 続きまして、２の公共下水道事業特別会計でございますが、環境工事と浄化センターの

スクリーンユニット工事における下水道事業でございますが、繰り越しを予定いたしてお

りました金額は６，１００万円でございましたが、事業の進捗によりまして、そのうち６，

００２万８，０００円を平成２７年度に繰り越しをしたものでございます。 

 この財源につきましては、国庫支出金が２，０００万円、地方債が３，４８０万円、そ

して一般財源が５２２万８，０００円となってございます。 

 なお、これらの事業に係る５月末での執行率につきましては５％となっております。 

 今回、繰り越しの件数、金額ともに多くなってございますが、繰り越しの理由につきま

しては、関係機関、関係者との協議や調整、また設計変更などによりますほか、本年３月

定例議会で予算計上いたしました国の経済対策関係予算によるものが主なものとなってご

ざいます。今後、事業の早期完了に向けまして鋭意努力してまいりたいと思っております。

どうぞご理解を賜りたいと存じます。 

 以上で、報告第１号の説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

◎水道部長（仁木 崇君） 

 水道部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 水道部長、仁木君。 

［水道部長 仁木 崇君 登壇］ 

◎水道部長（仁木 崇君） 

 続きまして、私のほうからは報告第２号、平成２６年度美馬市工業用水道事業会計予算

繰越計算書についてご説明申し上げます。 

 議案書の３５ページをお願いいたします。 

 これは工業用水道建設事業に係るもので、翌年度繰越額といたしまして４，８５１万７，

０００円となっております。 

 財源につきましては、国庫補助金３，５５０万円、企業債９４０万円、一般財源３６１

万７，０００円となっております。 

 繰り越し理由につきましては、説明欄記載のとおりでございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 以上で報告が終わりました。 

 ただ今の報告２件につきましては、これをもって了といたします。 

 次に、日程第７、発議第２号、美馬市議会会議規則の一部改正についてを議題といたし

ます。 
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 議案の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。 

◎７番（武田喜善議員） 

 ７番、武田。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 ７番、武田喜善君。 

［７番 武田喜善君 登壇］ 

◎７番（武田喜善議員） 

 議長のご指名がございましたので、ただ今上程いただきました発議第２号、美馬市議会

会議規則の一部改正について、提案理由の説明をさせていただきます。 

 本発議は、美馬市議会会議規則第１４条第２項の規定により、議会運営委員会発議とし

て提出するものです。 

 提案理由の説明としまして、現在、美馬市議会では、地方自治法第１００条第１２項及

び美馬市議会会議規則第１６６条第１項の規定により、議案の審査または議会の運営に関

し協議または調整を行うための場、協議等の場として、別表において、議員全員協議会及

び会派代表者会議が設けられていますが、市民により信頼され開かれた議会を目指すため、

議会のあり方について調査・研究、もしくは協議または調整を行うための協議等の場とし

て、新たに議会のあり方検討協議会を設置するため別表を改めるものでございます。 

 詳細につきましては、議案書をご覧いただきたいと思います。 

 以上で、発議第２号について提案理由の説明を終わります。 

 ご審議いただき、議員各位のご賛同を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 以上で説明は終わりました。 

 お諮りいたします。ただ今の発議第２号の趣旨は簡明であり、よって成規の手続きを省

略し、直ちに採決いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（藤原英雄議員） 

 異議なしと認めます。よって、直ちに採決をいたします。 

 お諮りいたします。発議第２号について、原案のとおり決することにご異議ございませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（藤原英雄議員） 

 異議なしと認めます。よって、発議第２号は原案のとおり可決されました。 

 以上で本日の議事日程は全て終了いたしました。 

 なお、次会は６月２４日午前１０時から再開をし、代表質問及び一般質問を行います。 

 本日はこれをもって散会といたします。 

散会 午前１１時４２分 
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会議の経過を記載し、その相違ないことを証するためここに署名する。 
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